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免責事項
本マニュアルの情報は正確性を期していますが、誤植や
不完全な記述が含まれる可能性もあります。また、本マ
ニュアルの内容は、予告なく変更または更新されること
があります。 本マニュアルの情報により生じた不利益や
損害について、当センターは一切の責任を負いかねます。



① FDSを起動してみよう
② FDSを使って計算を実行してみよう
③ 入力ファイル作成編で作成した入力ファイルを使ったFDS実行例
④ 出力された内容から得られる情報
⑤ FDS実行中に計算を中断する方法

目標

手順

FDSを使って計算を実行する方法と、知っておくべき
出力された情報の内容を習得する



① FDSを起動してみよう
デスクトップにあるアイコン「CMDfds」にマウスカーソルをあわせ
マウスの左ボタンをダブルクリックすると、FDSが起動します



② FDSを使って計算を実行してみよう
FDSの計算プログラム'fds_local'のあとに半角スペースを入力し、
そのあとに続けて入力ファイル名'testfire.fds'(例)を入力します

fds_local testfire.fds
正しく入力したことを確認後、キーボードのEnterキーを押すと、
計算が実行されます

※ 必ず入力ファイルが保存されているフォルダ(ディレクトリ)で実行してください

エラーで出たら（例えば ERROR: ... という文字が出るなど）、入力
ファイルのタイプミス（全角スペースなど）を確認しましょう



③ 入力ファイル作成編で作成した入力ファイルを使ったFDS実行例



④ 出力された内容から得られる情報

使用したFDSのバージョン情報
(バージョン6.8.0)

入力ファイルで&HEADのCHID（ジョブID）で指定した名前を表示
(&HEAD CHID='testfire')

計算の進行状況（タイムステップとシミュレーション時間）

「STOP: FDS completed successfully (CHID: ○○)」
と表示されれば、正常に計算終了

FDSが計算を開始しています（FDSの起動とプロセス開始）

FDS入力ファイルを読み込んでいます



⑤ FDS実行中に計算を中断する方法
FDSを実行し計算を進めているときに、入力ファイルに誤りが気付いたなどを理由に
計算を中断したい場合があります。その場合には、二つの方法があります。

■方法1（推奨）
入力ファイル‘testfire.fds’(例)が保存されているフォルダに適当なファイルを新規作成し、ファ

イル名を‘testfire.stop’（入力ファイルと同じファイル名で拡張子が’.stop’）とすると、計算が中
断します。方法1では、計算途中のデータをすべて出力してから終了するので、方法2の強制中断に比べ
推奨されます。
計算を再開するときには、作成したファイルのファイル名を変更するか削除するようにしてください

（計算が開始しなくなります）。

■方法2
キーボードでコントロールキー’Ctrl’を押しなが
ら’C’のキーを押すと、「バッチ ジョブを終了し
ますか(Y/N)?」と表示されますので、’Y’を入力
してEnterキーを押すと、計算が強制的に中断し
ます。
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